
業種 
   卸売業  金沢機工株式会社 

勤怠システムを導入し、所定外労働時間が10・30・40時間を超える社員には、自
動で注意喚起のメールを送信 

 

部長以上で構成する働き方推進会議において、所定外労働時間が30時間を超え
る社員を報告し、本人に個別面談をしたうえで、対策を再度会議に報告 

 

毎月第２金曜日の全社一斉早帰り日及び各課独自の早帰り日の設定 

 代表者名 

 所在地 

 従業員数 

 設立 

 事業内容 

代表取締役 井上 英一郎 

金沢市無量寺町ハ38番地2 

102人 （男性 60人、女性 42人）  ※令和元年10月時点 

昭和44年 

機械部品・工作機械等の卸売業 

③ 社内コミュニケーション活性化のための取組 

日々異なる席で業務を行うフリーアドレス制や、高さを変えられる昇降デスクを導
入することで、オフィス内でのコミュニケーションの活性化や健康経営を推進 

 

全社員が参加する全体会議において、異なる部署の社員と少人数のグループに
分かれてディスカッションを行うグループトークを採用することで、活発な意見交換
やコミュニケーションの場を提供 

② 年次有給休暇取得促進のための多様な取組 

④ 外国人留学生との交流会の実施  

ボランティアでの外国人留学生とのクッキング 
  交流会の開催 
   →外国人留学生に企業との交流機会を提供するととも 
    に、有能な留学生の高度人材としての活用を図ること 
    を目的に、地元企業に参加を募り、クッキング交流会 
    を開催 

年次有給休暇の取得目標を年８日間に設定し、取得実績を人事評価に反映 
 

時間単位年次有給休暇の導入（法は日単位） 
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主な制度、取組内容 

① 所定外労働削減のための多様な取組 


